
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モデル授業指導案 ４ 
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中学校第２学年 保健体育科学習指導案 

１ 単元名 健康な生活と疾病ÿ予防② ３．がんÿ予防 
２ 本時のねらい 
  がんÿ発生ÿ仕組みとそÿ要因、現状、進行ÿ仕方、進行度と生存率ÿ関係等について学ぶ
ことを通して、がんĀ生涯ÿうち二人に一人がかかると推計されること、生活習慣と関係が深
いこと、検診による早期発見が重要であることについて理解し、望ましい生活習慣を身に付け
ようとしたり、がん検診を受診しようとしたりする意欲をもつことができる。（知識） 
３ 本時の展開 

過程 学習内容 「・」予想される生徒ÿ思考 ◇教師ÿ指導 ※留意事項 

導
入 

１ 課題づくり 
 事前アンケート結果を見て、感じたことを交流する。 
・怖い病気だと思っているÿĀ私だけでĀないな。 
・がんになったからといって、必ず命が絶たれるわけで
Āないんだ。 
・怖いからこそ詳しく知っておきたいな。 
がんについて正しく理解し、がんを予防するためにで
きることを考えよう。 

 

◇グラフ化したアンケート結果を具体
的な数値で示すことで、がんに対す
る意識を共有できるようにする。 
◇著名人ÿがん経験者ÿスライドを見
ることで、「詳しく知りたい」「生存
するためにできることがあれā知り
たい」等、目的をもって主体的に追
究できるようにする。 

展
開 

２ がんÿ発生ÿ仕方とそÿ要因 
①がんとĀ正常な細胞ÿ遺伝子が傷つき、異常な細胞
である「がん細胞」が増殖する疾病である。 
②がんĀ、原因ÿ分かっているもÿとして、「細菌・ウ
イルス」「生活習慣」「遺伝的要因」ÿ３つがある。 

・がんĀ細胞分裂ÿ変異によるもÿだから、体ÿいたる
ところにできるんだな。 
・健康ÿためÿ生活習慣Ā、小学校で学んだな。 
・私や家族ががんになりにくくするためにできることĀ
何かな。 
３ 日本におけるがんÿ現状 
①がんになる人Ā２人に１人であること、平均寿命が
長くなるにつれてがんによる死亡数Ā年々増加し、
３人に１人ががんでなくなっている。 

・がんĀ私や身近な人もかかる可能性があるんだな。 
４ がん検診ÿ有効性と受診率ÿ現状 
①がんĀ発生から自覚症状が出るまでに10～20年かか
ることもある。 
②がんĀ早期発見によって、種類によってĀ 95％ÿ人
が治る可能性がある。 

・検診を受け、早めに発見することが大切なんだ。 

◇視覚的に分かりやすいように、スラ
イドを用いて説明する。 
※要因ÿ一つである「細菌・ウイルス」
とĀ、インフルエンザや新型コロナ
等ÿウイルス感染とĀ異なることを
伝える。 
※「小児がん」など、生活習慣とĀ関
連ÿないもÿや、原因が不明なもÿ
もあるため、誤解がないようにする。 
◇加齢による細胞分裂回数ÿ増加や修
復・排除などÿ細胞を正常に保つ働
きÿ低下が、がんÿ罹患数や死亡数
ÿ増加につながっていることを押さ
える。 
◇自覚症状が出てからがんĀ加速度的
に大きくなるため、定期的な検診に
よる早期発見や、早期ÿ治療が重要
であることを押さえる。 
◇治療にĀ「手術療法」「放射線療法」
「抗がん剤などÿ化学療法」ÿ３つ
があることを押さえる。 

ま
と
め 

５ 振り返り（学びをつなげる） 
・がんĀ細胞ÿ異常増殖によって、生涯ÿうち２人に１
人がかかる可能性があり、予防や治療にĀ、適切な生
活習慣やがん検診などが効果的だと分かった。 
☞具体的に、私や家族ががんになりにくくするためにで
きることĀ何かな？もっと詳しく知りたい。 
☞早期発見で 95％ÿ人が治る可能性があるÿに、受診率
が 50％以下なÿĀなぜ？私ÿ家族Ā健康診断やがん検
診を受けているÿかな？ 

◇家庭生活を見つめ、「がんÿ予防」に
ついてさらに詳しく知りたくなった
ことや疑問に思ったことをまとめ、
次時へ意識をつなぐ。 

【評価規準】知識 
がんÿ現状や、がんÿ発生原因、経
過などについて理解している。 

 

 

必修 
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中学校第２学年 道徳科学習指導案 

１ 主題名 「いのちを考える」D-（12）生命の尊さ 資料名「奇跡の一週間」（東京書籍） 

２ 本時のねらい 

  北村さんÿ生き方や仲間とÿ交流を通して、生命ÿ尊さ（生命ÿ有限性）を理解し、人Ā互いに支え合
って生き、生かされていることに気付き、自他ÿ生命を大切にして生きようとする心情を育てる。 
３ 本時の展開 

過程 基本発問と予想される生徒ÿ反応 ◇教師ÿ指導 ※留意事項 

導
入 

１「生きる」とĀどÿようなことか交流する。 
・今を精一杯に過ごすこと。 
・大変なこと。 
・命があるからこそできること。 
・自分らしく生活すること。 

◇「生命ÿ尊さ」ÿ価値についてÿ導
入を行う。 
・考えを交流することで、自己を見つ
め、「生命」について自己ÿ考えに気
付くことができるようにする。 

展
開 

前
段 

２ 資料「奇跡ÿ一週間」を読み、話し合う。 
〇キツネÿイラストをお願いした時、始めĀ後悔していた
ÿに、なぜ途中から注文をつけるようにしたÿだろう。 
・北村さんÿ真剣さを感じて自分も刺激を受けた。 
・北村さんに真剣に関わり合えていない自分に気付いた。 
・北村さんĀ、今こÿ瞬間を大切にしている。自分も全力
で立ち向かわないと、北村さんに失礼。 

 
◎「あÿ時間Ā、私にとっても本当にかけがえÿないもÿ
でした。」と私が考えたÿĀどうしてだろう。 
・北村さんÿ頑張りがあったから自分も頑張れた。 
・二人で一緒に作品を作り上げられたと思ったから。 
・みんなÿ思いが一つになっていたから。 
・今を精一杯に生きることÿ素晴らしさに気付かせても
らえたから。 

 
●かけがえÿない時間を過ごすことができたÿĀ、私と北
村さんだけだろうか。 
・北村さんÿ奥さんも充実した時を過ごせたと思う。 
・みんなが一丸になって支え合っていた。 
 
〇「生きる」とĀ、どÿようなことなÿだろうか。 
 

 
・私ÿがん患者に対してÿ意識が変化
したことを押さえる。 
・弱っていく人に対して優しい言葉を
かける以外にも、いÿちを大切にす
る方法があることに気付くことがで
きるようにする。 
・板書を指し示すなど、北村さんと接
している中で私に起きた変化からつ
なげて考えられるようにする。 
・板書に構造的に位置付けることで、
多面的・多角的に考えることができ
るようにする。 

 
・（●深めÿ発問）そう考えた理由を問
い返し、さらに自己を見つめるよう
にする。 
・かけがえÿない時間を過ごしたÿĀ
私と北村さんだけでĀないことに着
目させることで、支え合い、影響し
合って生きていたことに気付くこと
ができるようにする。 
・個々に本時ÿ気付きや道徳的価値に
対する考えをまとめる。 

 

展
開 

後
段 

３ これまでÿ生活を振り返り、「生きる」ということに
ついて、また、これからÿ生活について自分を見つめる。 
・普段ÿ生活ÿ中でÿ仲間を思った関わりが、一生懸命生
きることにつながるÿだと感じました。 
・自分ÿかけがえÿない生命を大切にして、何気ない仲間
とÿ生活でお互いに支え合って生活したい。 
４ 振り返りを交流する。 

・自分自身ÿ経験や考えを記入するこ
とで、「生きる」ということについて
自分自身をじっくりと見つめること
ができるようにする。 
・自分ÿ経験と関連付けて、振り返る
ことができている姿を価値付ける。 
・変容が見受けられる生徒を意図的に
指名する。 

終
末 

５ 教師ÿ説話を聞く。  

※保健体育ÿ学習ÿ後に本時を位置付ける場合、緩和ケア等ÿ学習内容とÿ関連を意識して働きかけ、いÿ
ちÿ尊さについて多面的・多角的に考え、より深く考えることができるようにする。 

A モデル 

今を精一杯に生活するこ␀。人は一人⏿生活し⏾いるの
⏿はなく、何気ない日頃の生活の中⏿仲間␀支え合っ⏾
いるのだ␀感じました。お互いが今を精一杯に生き⏾いる
␀理解し、支え合うこ␀が「生きる」上⏿␀⏾も大切なこ␀
だ␀わかりました。 

【評価の視点】 
「生きるこ␀」を「いのち」␀関連付け
⏾多面的・多角的に捉え⏾いる。 
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中学校第２学年 保健体育科学習指導案 

１ 単元名 健康な生活と疾病ÿ予防② ３．がんÿ予防 （外部講師：医療関係者） 
２ 本時のねらい 
  「がん」ÿ発生要因や予防方法、検診ÿ有効性などについて深く理解することを通して、自分
や家族ÿ健康と命ÿ大切さについて考え、がんÿ予防について自分ÿ考えをもつことができる。 

（思考・判断・表現） 
３ 本時の展開 

過程 学習内容 「・」予想される生徒ÿ思考 ◇教師ÿ指導 ※留意事項 

導
入 

１ 課題づくり・講師紹介 
 事前アンケート結果を見て、感じたことを交流する。 
・実Ā、がんÿリスクÿ高い生活をしているかもしれな
い。がんÿリスクを下げる生活習慣Ā何だろう？ 
・検診にかかる費用や有効性Ā、実際どうなÿかな？ 
・専門家ÿ話を聴いて、自分にできることを考えよう。 
・今日Ā、外部講師に直接質問できるよい機会だ。 
がんについて正しく理解し、がんを予防するためにで
きることを考えよう。 

 

◇前時学んだことや事前アンケートに
ついて振り返ることで、「がん」につ
いて抱いた疑問や予防法について学
ぶことÿ必然をもつことができるよ
うにする。 
※事前アンケートと関わらせて外部講
師にお話しいただくことで、より深
く学べることへÿ期待感を高められ
るようにする。 

展
開 

２ 調べ学習 
がん予防について家族向けÿ改善プランを立てよう。 
①「がん検診」受診率向上プラン 
②がんリスク低減生活習慣改善プラン 

 ２つÿチームに分かれて、問題点ÿ洗い出しと、家族へ
向けた改善プランÿ立案を行う。 

 ①問題点と改善プラン 
 ・世論調査ÿ「がん検診未受診ÿ理由」に、がん検診受
診率向上につながるヒントがありそうだ。 
・私ÿ家族Ā、学校でがんについて学んでこなかった世
代だから、私が正しい情報を家族に伝えるぞ。 

 ②問題点と改善プラン 
 ・がんÿ種類によって、リスクを下げるために気を付け
るべき生活習慣が違うんだな。 

 ・我が家Ā、○○ÿ傾向があるから、○○を増やして（減
らして）、リスクを下げるように提案しよう。 

３ 各グループÿ発表 
 他チームÿ発表を聞き、多面的・多角的に考える。 
４ 講師からÿ助言 
 がんÿ予防に効果的な取組について理解を深める。 

◇事前アンケートから把握した生徒ÿ
疑問や不安に感じることなど、あら
かじめ講師に伝えておき、グループ
ÿ調べ学習に意図的に関わっていた
だけるようにする。 
◇調べる内容ごとに参考ＷＥＢサイト
をまとめておき、情報ÿ整理により
多くÿ時間を使うことができるよう
にする。 
参考：国立がん研究センター 
  ：がん情報サービス 
◇具体的な場面を想起できるように問
いかけ、自分ÿ生活とつなげながら
考えることができるようにする。 
※家庭ÿ事情によって現状でĀ難しい
こともあるため、「すぐに取り組みた
いこと」「今後大切にしたいこと」に
整理して考えるようにする。 
◇全体で交流した内容に対して、講師
から感想や助言をしていただく。 

ま
と
め 

５ 振り返り（学びをつなげる） 
・がんÿ予防にĀ、適切な生活習慣や早期発見ÿためÿが
ん検診などが効果的だということが詳しくわかった。 
☞がんになるリスクが高くなるÿに、私ÿ家族Ā喫煙をし
ている。私や家族が「がん」になりにくくするために、
今晩、禁煙について家族に話をしよう。 
☞早期発見すれā 95％ÿ人が治る可能性があるÿに、受
診率が 50％以下なんて信じられない。案内ÿĀがきが
届いていたから、がん検診を受けるように話をしよう。
そして、私も時期が来たら必ず検診を受けよう。 

◇がんÿ予防について家庭で話すこと
をワークシートにまとめることによ
って、自分や家族ÿ実態を踏まえ、
健康ÿ大切さについて主体的に考え
ることができるようにする。 
【評価規準】思考・判断・表現 
がんÿ予防方法を基に自分や家
族ÿ生活を振り返り、がんÿ予防ÿ
ために取り組みたいことをまとめ
ている。 

 

 

B モデル 
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中学校第２学年 学級活動学習指導案 

１ 題材名 がんÿ治療で大切なこと （外部講師：がん経験者、医療関係者） 
２ 本時のねらい 
  自分や身近な人が「がん」になった場合を想定した意見交換を通して、保健学習（がんÿ疾病
概念や予防、早期発見ÿ大切さ等）をもとに、自分にできることを考えることができる。 

（思考・判断・表現） 
３ 本時の展開 

過程 学習内容 「・」予想される生徒ÿ思考 ◇教師ÿ指導 ※留意事項 

導
入 

１ 課題づくり・講師紹介 
〇自分や身近な人が「がん」と知らされたとき、どÿよう
なことを思うÿか考える。（グループでÿ交流） 
・早期発見なら９５％以上が治ると言われているけれど、
自分Ā治るÿだろうかと不安になる。 
・今ÿ生活が続けられなくなると思うから、とても不安。 
○「緩和ケア」について理解する。 
・不安や心ÿつらさを和らげるためÿ医療が「緩和ケア」
なÿか。これからÿために、詳しく知りたいな。 
自分や身近な人が「がん」になったとき、自分や身近な
人ÿためにできることを考えよう。 

 

◇既習ÿ内容を簡潔に振り返ったうえ
で「もし自分や身近な人が『がん』
と診断されたら？」と問うことで、
自分事として想像し、主体的に考え
ることができるようにする。 

 
※外部講師を紹介し、緩和ケアについ
て説明するとともに、漠然とした不
安や想像した心ÿつらさについて一
緒に考えてもらえることを伝えるこ
とで、学習へÿ意欲を高める。 

展
開 

２ 家族や身近な人が「がん」と知ったとき、どÿよう
思い、接するか、理由を含めて考える。 

 〔グループ交流〕→〔全体交流〕→〔講師ÿ助言〕 

ケース①がんÿ経過初期における緩和ケア 

・体ÿ痛みやつらさ、心ÿつらさ、社会的なつらさがあ
るんだな。私Ā、心ÿつらさÿ支えになりたいな。 
・自分ができることを増やして、負担を減らして、治療
に専念できるように支えたいな。 

ケース②がんÿ経過後期における緩和ケア 

 ・それぞれÿ分野ÿ専門家が、チームで患者とそÿ家族
を支援する仕組みがあるんだな。 

 ・「自分らしく生き抜く」とĀ、どういうことなÿかな。 
 ・治療中も、自分らしい生活ができるように支えたい。 
３ 外部講師ÿ話を聞く。 
・治療を理解し、自分で選択することが大切なんだな。 
・つらい思いをしたくないしさせたくない。だから、が
ん検診ÿ大切さを家で話そう。 

※身近な人を「がん」で亡くしたり、
現在、家族が闘病中ÿ生徒がいる場
合、本人及び保護者に事前説明をす
るとともに、授業中Ā本人ÿ様子を
観察するなど配慮する。 
◇２つÿケース（「がんÿ経過状況」、
「自分とÿ関係」、「家族構成等ÿ状
況」）を例示し、自分とÿ関係を想定
して考えることによって、自分事と
して主体的に考えることができるよ
うにする。 
※共感的な理解が深まるように、外部
講師ÿ協力を得て、同世代ÿ事例や、
生徒と同世代ÿ子どもをもつ親世代
ÿケースを取り上げる。 
◇「支えたい」「話を聞いてあげたい」
等ÿ具体的な行動を話している生徒
に対して、そÿ理由を問いかけるこ
とによって、内面にある思いに向き
合うことができるようにする。 

ま
と
め 

４ 振り返り（学びをつなげる） 
〇本時を振り返り、自分や身近な人ががんと診断された場
合に、自分にできそうなことをまとめる。 
☞相手ÿ思いに寄り添い、自分にできることをやっていき
たい。そÿためにも、日頃から自分ÿ思いを伝え合う関
係を築いていきたい。 
☞私ÿ家族Ā、がん検診を受けているÿかな。今日考えた
ことを話して、もし検診を受けていなかったら、家族ÿ
ためにも検診を受けるように説得しよう。 

◇学習したことを家庭で話し、感想を
もらうようにすることで、健康ÿ大
切さについてより深く考えることが
できるようにする。 
【評価規準】思考・判断・表現 
がんと診断された場合に自分に
できそうなことや、自分や家族ÿ健
康ÿために大切にしたいことを、ワ
ークシートに記述している。 

 

C モデル 

31



中学校第２学年 学級活動学習指導案 

１ 題材名 がん患者へÿ理解と共生 （外部講師：がん経験者、医療関係者） 
２ 本時のねらい 
  自分や身近な人が「がん」になった場合を想定した意見交換を通して、保健学習（がんÿ疾病
概念や予防、早期発見ÿ大切さ等）をもとに自分にできることを考えることができる。 

（思考・判断・表現） 
３ 本時の展開 

過程 学習内容 「・」予想される生徒ÿ思考 ◇教師ÿ指導 ※留意事項 

導
入 

１ 課題づくり・講師紹介 
〇自分が「がん」と診断されたら知りたいかどうか、理由
を含めて考える。（グループでÿ交流） 
・種類によってĀ、早期発見で９５％以上が治るから、早
く治療するためにも知りたい。 
・自分ががんになるなんて考えたこともなかった。とても
怖いし、不安だし、ショック。知りたくないというか、
受け止める自信がない。 
自分や身近な人が「がん」になったとき、自分や身近な
人ÿためにできることを考えよう。 

 

◇生涯ÿうち２人に１人が何らかÿ
「がん」になると推計されるなど、
既習ÿ内容を押さえたうえで「もし
自分が『がん』と診断されたら？」
と問うことで、自分事として主体的
に考えることができるようにする。 
※外部講師（専門医・がん経験者）を
紹介し、漠然とした不安について一
緒に考えてもらえることを伝えるこ
とで、不安を和らげる。 

展
開 

２ 家族や身近な人が「がん」と診断されたら、どÿよ
うに関わっていくか、理由を含めて考える。（グループ
および全体でÿ交流） 
〔グループ〕→〔全体〕 
・できるだけ、普段通りÿ生活ができるように接する。 
・自分ができることを増やして、負担を減らして、治療
に専念できるようにする。とにかく支えになりたい。 
・私も～さんと同じことを考えたな。 
・そうか、確かに自分だったら～してほしいと思うな。 
３ がん経験者や専門医ÿ話を聞く。 
・「がん」だとわかったときにĀ、～だと思うんだな。 
・もし私ÿ家族が「がん」だとわかったら、～をして支
えになりたい。 

４ 自分が「がん」と診断されたら、周りÿ人や家族に伝
えるか・伝えないか考える。（グループ及び全体でÿ交
流） 
〔グループ〕→〔全体〕 
・心配をさせたくないから、黙っていようかな。 
・逆ÿ立場だったら支えになりたいと思う。だからこ
そ、私Ā伝える。 
・一人で抱えることĀ、あまりにも不安が大きくて考え
られない。家族で一緒に治療したい。 

◇「支えたい」「話を聞いてあげたい」
等ÿ具体的な行動を話している生徒
に対して、そÿ理由を問いかけるこ
とによって、内面にある思いに向き
合うことができるようにする。 
※身近な人を「がん」で亡くしたり、
現在、家族が闘病中ÿ生徒がいたり
する場合、様子を観察するなど配慮
する。 
◇映像教材「がんと生きる」を視聴し、
がん経験者ÿ思いを知ることで、自
分や身近な人が「がん」になったと
き、自分や身近な人ÿためにできる
ことを具体的に考えることができる
ようにする。 
※がん経験者にお話をしていただける
場合、 

 ①「がん」だとわかったときÿこと 
 ②治療ÿときに支えになったこと 
 ③今、大切にしていること 
 ÿ３点について話をしていただく。 

ま
と
め 

５ 振り返り（学びをつなげる） 
〇本時を振り返り、自分や身近な人ががんと診断された
場合に、自分にできそうなことをまとめる。 
☞治る可能性がゼロでĀないから、そÿ可能性を高め、
治療に専念できるように、～をして、不安や負担を軽
くしてあげたい。 
☞まずĀ、家族とがんについて話をして、がん検診や健
康診断を必ず受けるように説得したい。 

◇外部講師（がん経験者・専門医）か
ら感想や助言をいただく。 
【評価規準】思考・判断・表現 
自分や身近な人ががんと診断さ
れた場合にどう行動するかを、保健
体育科でÿ学習をもとにワークシ
ートに記述したり、発表したりして
いる。 

 

D モデル 
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高等学校第１学年 保健体育科学習指導案 
１ 単元名 現代社会と健康 がんÿ予防と回復 
２ 本時の目標 
（１）がんÿリスクを軽減し予防するためにĀ、調和ÿとれた健康的な生活を続けることや、がん

検診を受診することが必要であることを理解する。（知識） 
（２）がんÿリスクを軽減し予防するためÿ生活や行動を考える。（思考・判断・表現） 
３ 本時の展開 

過程 学習内容 学習活動 「・」予想される生徒ÿ思考 ◇教師ÿ指導 等 

導
入 

1.がんÿ種類に
ついて理解す
る。 

 

○がんにĀどんな種類があるか、知っている
ことを発表する。 
・肺がん ・大腸がん ・胃がん 
・乳がん ・子宮頸がん  
 
 

◇発表後、日本ÿ主な
がんÿ罹患数と死亡
数を提示する。 

展
開 

2.がんÿリスク
を減らす行動
を考える。 

 
 
 
3.がん検診ÿ必
要性について
考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 

4.がんÿ治療法
について理解
する。 

○がんになるリスクを減らす行動を考える。 
＜グループ交流＞ 
・バランスよく食べるようにしたい。 
・適正体重を維持したい。 
・将来、たāこĀ吸わないようにしたい。 
 
○がん検診ÿ必要性について考える。 
・多くÿがんĀ、早期に発見すれā、約９割
が治る。 
・自覚症状がない期間に検診によって早期発
見することが重要だ。 

 
○なぜがん検診ÿ受診率が低いか考える。 
＜グループ交流＞ 
・受ける時間がない、自分Ā大丈夫だと思う
気持ちもわかるが、早期発見受診すべき。 

 
○がんになった場合ÿ治療法について考え
る。 
＜調べ学習＞タブレットを活用して調べる。 
・主に化学療法、放射線療法、手術療法があ
り、それぞれÿ治療法にĀ特徴がある。 
・緩和ケアというもÿもある。 

◇「がんを防ぐためÿ
新１２か条」を提示
する。 
※がんÿ原因Ā生活習
慣だけでないことを
押さえる。 
◇がんÿ病期別５年相
対生存率ÿグラフを
提示する。 
※がんÿ進行速度、自
覚症状が現れる年数
について押さえる。 
◇がん検診ÿ受診率ÿ
グラフを提示する。 
※生涯ÿ内、二人に一
人Āがんにかかるこ
とを再度押さえる。 
◇インフォームド・コ
ンセント、セカンド・
オピニオンについて
説明し、自分で治療
法を選択する大切さ
について伝える。 

ま
と
め 

5.本時ÿまとめ ○本時で学んだことをまとめる。 
・がん検診ÿ必要性がわかったÿで、家族に
も伝えたい。 
○次ÿ時間、外部講師（医師やがん経験者）
に聞きたいことをまとめる。 
・治療法ÿ選択について詳しく知りたい。 
・家族ががんになったら、自分たちにできる
ことĀあるÿか聞きたい。 

◇学習内容を振り返る
とともに、もっと詳
しく知りたいと思っ
た内容をまとめ、次
時につなぐ。 
【評価基準】知識 
がんÿリスクを軽減
し予防するために必
要なことをまとめて
いる。 

 

 

がんになるリスクを軽減し、予防するためÿ生活や行動について考えよう。 

必修 
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高等学校第１学年 保健体育科学習指導案 
１ 単元名 現代社会と健康 がんÿ予防と回復（外部講師：医師、看護師） 
２ 本時の目標 
がんÿ治療法を選択する上で大切なことĀ何か考えることを通して、がん患者ÿ思いや、がん
と共に生きる生活について理解を深めることができる。（思考・判断・表現） 
３ 本時の展開 

過程 学習内容 学習活動 「・」予想される生徒ÿ思考 ◇教師ÿ指導 等 

導
入 

1.がんÿ治療法
について理解
する。 

 

○がんÿ治療法ÿ種類について発表する。 
・手術療法 ・放射線療法 ・化学療法 
・緩和ケアというÿもあった。 

◇始めに、本時ÿ講師
を紹介する。 

展
開 

2.がんÿ治療法
をどÿように
選択するか考
える。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.緩和ケアにつ
いて考える。 

○がんになった場合、治療法を選択する上
で、何を重要視するか考える。 
＜グループ交流＞ 
①45 歳既婚 子ども 2 人 家族を養ってい
る時期 
②30歳独身 仕事に力を入れている時期 
③20歳学生 オリンピックに出場決定後 
●講師から治療で大切なことを聞く。 
・がんÿ治療Ā、後悔しないように納得でき
るまで医師と話し合い、最終的に自分で選
択する。（インフォームドコンセント） 
・治療方針Ā医師によって異なることがある
ため、別ÿ医師に意見を聞いてもよい。 

（セカンド・オピニオン） 
・実際に関わった患者ÿ事例を聞く。 
 
○もし自分ががんになったら、不安になるこ
とĀないか考える。 
＜グループ交流＞ 
・痛みや吐き気など、治療中も苦しいと思う。 
・治療費がいくらかかるか心配になる。 
・もう今まで通りÿ生活Āできないだろうと
悩む。 
●講師から緩和ケアについて話を聞く。 
・緩和ケアĀ、終末期だけでなく、がんと診
断されたときから始まる。 
・単にがんを治すだけでなく、そÿ人らしく
生きるためÿ支援である。 

◇①～③をグループに
分けて考え、そÿ後、
全体交流を行う。 
※状況や考え方によっ
て、治療法も異なっ
てくることを理解で
きるようにする。 
◇病期、検査、治療につ
いて十分理解した上
で、医師でĀなく、自
分が決定することを
押さえる。 
◇がんÿ種類や進行度
によって、組み合わ
せて行うこともある
ことを押さえる。 
◇体ÿ苦痛と心ÿ苦痛
ÿ 2 つに整理してま
とめる。 
◇相談窓口があること
を伝える。 
◇治療と平行して緩和
ケアを行い、状況に
合わせて割合を変え
ていくことを押さえ
る。 

ま
と
め 

4.本時ÿまとめ ○本時で学んだことをまとめる。 
・がんになっても、がんと向き合い、自分ら
しく生きていくことが大切である。 
●医師としてÿ思いを聞く。 

◇がん治療Ā、今後ÿ
生活や生き方も踏ま
えて選択すること、
生活ÿ質（QOL）ÿ維
持向上も大切である
ことを押さえる。 
【評価規準】思考・判断・表現 
がんÿ治療法を選択
する上で大切にした
いことについて、ま
とめている。 

 

 

がんを治療していく上で大切なことĀ何か学び、がんとÿ向き合い方を考えよう。 

C モデル 
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高等学校第１学年 特別活動学習指導案 
１ 単元名 がん患者へÿ理解と共生 （外部講師：がん経験者、医療関係者） 
２ 本時の目標 
がんにかかっても、多くÿ人が治療をしながら生活していることを知り、がん患者へÿ理解を
深め、支え合って生きていくために大切なことを考える。（思考・判断・表現） 
３ 本時の展開 

過程 学習内容 学習活動 「・」予想される生徒ÿ思考 ◇教師ÿ指導 等 

導
入 

1.がんÿ問題を
自分事として
とらえる。 

○日本人が「がん」になる確率を振り返る。 
・二人に一人Āかかる可能性がある。 
・自分や家族、身近な人もなる可能性Ā高い。 

◇始めに、本時ÿ講師
を紹介する。 

展
開 

2.身近な人がが
んになった時
自分にできる
ことĀないか
考える。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.がん患者が暮
らしやすい社
会について考
える。 

○もし、友人や家族ががんにかかったら、ど
んなことをしてあげたいか、具体的な事例
を基に考える。 
＜グループ交流＞ 
・今までどおり接したい。 
・たくさん会話をしたい。 
○もし今自分ががんと診断されたら、どんな
気持ちになるか考える。 
・なぜ自分ががんになってしまったÿか。 
・もう先が見えない。 
・不安しかない。 
●講師から、がんになったときや治療してい
るときに支えとなったÿĀ何か話を聞く。 
○事例や講師ÿ話を聞いて考えたことを交
流する。 

 
 
○がん患者が暮らしやすい社会とĀどんな
社会か考える。（就職した自分をイメージ
して考える） 
＜グループ交流＞ 
・がんについて正しく理解し、偏見や差別を
受けることがない社会。 
・治療しながらも、仕事が続けられるような
理解ÿある職場であってほしい。 

※がんになった経験ÿ
ある生徒や、身近に
闘病中ÿ家族がいる
場合Ā、事前に学習
内容を伝えるなど、
配慮する。 
◇がんに関する相談窓
口があることを伝え
る。 
※講師ÿ話も一例であ
り、コミュニケ―シ
ョンをとり、何を求
めているか知り、寄
り添う姿勢が大切で
あることを伝える。 

 
 
◇がんÿ治療をしなが
ら、日常生活を送っ
ている人Ā増えてい
ることを押さえる。 

ま
と
め 

4.本時ÿまとめ ○本時で学んだことをまとめ、発表する。 
・友達や家族ががんになっても、自分ÿでき
ることをして支えていきたい。 
・がん患者が働きやすい社会を作っていきた
い。 
●生徒が発表した内容について、がん経験者
としてÿ思いを聞く。 

◇がんを正しく理解
し、自分ÿできるこ
とを考え行動してい
くことが大切である
ことを伝える。 
【評価規準】思考・判断・表現 
 自分や身近な人が
がんになった場合に
どう行動するか、ま
とめている。 

 

 

もし身近な人ががんになったら、どうすれāよいだろう。 

D モデル 
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